































































































































































































年 本学術振 会特 究 東京 学新 究1989 日 興 別研 員（ 大 聞研 ）
１９90年 東京大学新聞研究所 助手

























































































































































































9Ｓ ｉ ｌ ｈｉ ｔ と Ｈｉ ｔ ｉ ｌ ｉ ｌｏｃａ ｓ ｏｒｙ ｓ ｏｒｃａ ｓｏｃｏｏｇｙ
 1980年代「社会史」黄金時代の不満
「 象 究����ーマ���� �� ����という�と�、���
�重���と���い����い��う�。���、�う���究
の積み重�� ����史������重����� 」、 。

















































































































• noun � the means of mass communication,     
especially television, radio, and newspapers
collectively. 
� plural of Medium .
— USAGE The word media comes from the Latin plural of 
medium. In the normal sense ‘television, radio, and the press 
collectively’, it often behaves as a collective noun (for example 
like staff), and can be used with either a singular or a plural verb. 
Alth h l d th i l i t it ioug  some peop e regar  e s ngu ar use as ncorrec ,  s 
now generally accepted in standard English.




adj. [usually before noun] (abbr. M) in the middle between
two sizes, amounts, lengths, temperatures, etc.
noun (pl. media /midi/ or me•diums) 
1 a way of communicating information, etc. to people:
the medium of radio / television electronic / audio visual
① 情報伝達媒体
        -  
media. 
The plural in this meaning is usually media.�
歴② 目標達成の手段       
2 something that is used for a particular purpose. 





用or a musician uses.  
4 (biology) a substance that sth exists or grows in or
that it travels through
� 法
③ 芸術表現の素材
   .
5 (pl. me•diums) a person who claims to be able to 
�ommunicate with the spirits of dead people. 
④ 培養物質
⑤ 霊媒者
（the Oxford �dvanced �earner�s �ictionary,©Oxford University Press, 2005.)
いることが重要だと思うのですね。
















































media planning 広告媒体計画. 
③情報伝達媒体
media conversion 【コンピュータ】媒体変換
【 ピ タ】 デ ボ
二次的な声の文化 【情報】 ←情報工学






































































































































































































「○○化 対象をプ セスとして把握する と
①「市民的公共性 対抗軸とし
」＝ ロ こ 。
」への て
ジョー ジ・L・モッセ『大衆の国民化』（1994年)。







































































































































































宣伝化 → 広告化 → 広報化
政治領域 → 経済領域 → 教育領域
非常事態 日常生活 文化的再生産
短期効果 限定効果 長期効果
��ー����史 → ��・�����ー���史 → ����史
13規範的 実証的 批判的






















































































































































































よろん＝輿論・公論 public opinion      
せいろん 世論 よのひとのあげ らい  ＝ ・ つ ,




































































































































































































































































































































































社会学部 創設 50 周年記念
2010
本当に 8月 15日が終戦記念日でいいのかと
いう問いです。つまり、現在世界で 8月 15
日を終戦記念日だと考えているのは、日本と
韓国と北朝鮮だけであって、中国やモンゴル
やソビエトは 9月 3日、アメリカやイギリス
やその他のヨーロッパの国々は 9月 2日、台
湾は 10月 25日です。記憶の起点をめぐる討
議は、未来のためにこそ必要だと私は考えて
います。
　そこで私は「メディア史の公共性」を意識
しています。しかし、戦争の記憶と責任の問
題が典型ですが、そもそも輿論（意見）と世
論（心情）を分けることは至難です。にもか
かわらず、世論（私情）を批判する足場とし
ての輿論という規範を保つことは必要で、言
葉の区別がなくなる段階でまさに世論、つま
り空気を批判することはできなくなるのだと
いうことです。さらに、意識的に輿論（公的
意見）と世論（私的心情）を弁別する努力は
私たちの時間に耐える強度を高めてくれま
す。そのためにも、公共圏という空間的バイ
「公共圏」でなく「公共性」という視点
空間概念だけでよいのか？→時間概念が必要ではないか？
「死者との理性的討議」も必要
「生まれざる者の可能性」のメディア史
『8月15日の神話―終戦記念日のメディア学』（筑摩新書・2005年）
アスを反省して、もう一度、公共性に歴史意
識を取り戻す必要があるのではないかと考え
ています［図－３０］。
　少し長くなりましたが、以上で今日の報告
を終わらせていただきます。どうもありがと
うございました。
▶司会　佐藤先生、長時間にわたりありがと
うございました。
「メディア史の公共性」
■「世論」批判を封じる「輿論の世論化」の言語環境
世論（感情）を批判する足場としての輿論（意見）＝
という規範の意識化は必要。
■輿論/世論の識別は「時間に耐える強度」
→「公共圏」の空間的限界を超えて、「公共性」という
歴史意識を取り戻す。
30「世論の輿論化」＝輿論2.0の時代へ
図−２９ 図−３０
